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実習の事前事後指導における学生の学びあい（第２報）
鈴木  方子・大岩  みちの*
Students Learning from Each Other in Guidance for Childcare Practice（Ⅱ）
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１．研究の目的
『学ぶ』とは、〈習得する〉learn，〈研究する〉study，〈教わる〉	be	 taught	 ;	 take	
lessons	の意味を併せ持っている。また学ぶということは一方が知識を授け、他方が受ける関
係であると思いがちである。たとえば保育を学ぼうとする者は「子どもから学ぶ」という言い
方に出会うことがよくある。その場合学ぶ側が強調され、それが相互的なものであるという視
点はなかなか持ちにくい。しかし保育の場に身を置く子どもは、保育者や実習生を含む他者や
様々な環境と関わることによって、成長発達につながっていると考えるのが妥当である。岸井
が「実践を通して謙虚に眼前の幼児から学び、同僚の保育者や関係する他領域の人びととの交
流を通して学び合い育ち合うことによって、よりよい保育者になっていける」１）と述べてい
るように、保育者の成長には保育者と子ども、保育者と保育者、保育者と保護者、保育者と周
囲のさまざまな人々など、人とかかわりあう中で自分から見て学ぼうとしたり、探求しようと
したり、聞いて覚えようとしたりすることから、学びあうこと、育ちあうことが生じ、保育者
としての育ちにつながるのである。すなわち保育者の成長には他者との学び合いが不可欠であ
るといえる。
ところで『学ぶ』に対して『学びあう』ということはどういうことなのだろうか。これにつ
いて佐伯が「他者と話し合い、学び合うということがどういうことか－このこと自体、教育さ
れてきていない」２）と指摘しているように、我々も学びあうことについてこれまで深く考え
てはこなかった。すなわち学びあいたいと思っていても実践できていなかったり、学びあって
いるつもりでも独りよがりであったりする場面が多いのである。これに対して三谷大紀はある
保育園での新任保育者と先輩保育者の対話の実践から「保育の場における保育者の育ちや育ち
合いは、自分がかかわっている子どもや同僚の身になることがら始まる」３）と述べ、このよ
うな保育者の学んでいる姿を見て子どもたちが「学び方」をかいま見ていくとも述べている。
学びあいは当事者だけにとどまらず、子どもを含めた保育の場全体に影響を及ぼしていくので
ある。このような保育の場における学びあい、育ちあいに繋がっていくために実習生は何をど
う学んでいくことが必要なのであろうか。
前回我々は、保育者を目指す学生が自分の経験した実習を省察し、さらに次の実習や保育者
になるにあたっての課題を見出すことを目標に、学年を超えた学生同士の学びあいについて報
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告した４）。今回は、学生の実習中のエピソードに焦点をあて、このエピソードを学生間で共
有し、その記述を分類することによって、実習における学生の学びの詳細を知り、今後の事前
事後指導における効果的な学びあいの方法について探究していくことを目標とした。
２．研究の方法
保育者を目指す学生の実習中のエピソードをいくつかの観点によって実習後に記録し、その
中から取り上げたものを学生が読むことにより、学生間での学び合いに着目した。手続きは以
下の通りである。
（１）質問用紙の記入
・　対　象	 A短期大学幼児教育学科２年生90名
	 B大学児童教育学科３年生98名
・　調査日	 平成19年11月19日・27日
・　方　法	 	学生は幼稚園教育実習・保育所保育実習を終了した後の段階で質問用紙
に記入した。質問の内容は以下の通りである。
（２）エピソードの抽出
質問用紙から筆者がエピソードを１点抽出した。今回は質問項目のうち子どもとの関わりの
項目を取り上げた。これは実習中に必ず経験することであり、実習の中心をなすものである。
子どもと関わった体験を自分の中で振り返り、記述することによって新たな気づきが生じる場
合もあり、またその記述が他学生に共通の思いをもたらすものであると想定したからである。
それ以外の項目の分析は他の機会に譲りたい。
取り上げたエピソードは以下のものである。以後このエピソードをエピソード１と表示す
る。
 全ての実習を終えて　　　　　平成　年　月　日記入
全ての実習を終えて、実習中に困ったことや失敗したこと、
気にかかったことなどについてそれぞれの項目について
具体的に書いてください。
＊　子どもとの関わり
＊　保育者との関わり
＊　教材研究および部分実習、責任実習
＊　その他
＊　保育者をめざすあなたの新たな課題
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エピソードとは、広辞苑によれば「物語や事件の本筋の間に挿入する小話、挿話」という意
味であるが、鯨岡は保育の場でのエピソード記述を保育の記録と対比させて「一個の主体とし
ての保育者がその出来事をどのように経験したかを描くもの」５）と定義している。すなわち
保育者が描きたいと思ったもの、描かずにおれないものであり、描くことによって振り返るこ
とができ、また他人と共有することが可能になり、それがまた保育を考える上で大変重要な営
みとなっていくと考えられる。この学生も、少なくともエピソードを描くことによって保育を
振り返り、振り返りによって学びが生じている。そしてそれを同じ実習生という立場を共有す
る学生が読むことにより、他者と思いを共有することができる。その過程そのものが、エピ
ソードを書いた学生はもとより、読む学生にとっても学びあう場となると考えられる。
このエピソードを選んだ理由は、学生が子ども理解をしようとする視点をもち、それに伴っ
たいくつかの気づきがあると判断したからである。その流れを示すと
実習の事前事後指導における学生の学びあい（第２報）
エピソード１
指導案を立て、責任実習をする際、自分の計画通りに進めていこうとしてしまい、子ども
たちと思いが違う方向を向いてしまった。５歳児のクラスで紙皿を使い、フリスビーを作る
という活動をした。最初に紙皿に絵を描き、その後飛ばして遊ぶという流れを計画していた
のだが、自分が作ったフリスビーが大切だから飛ばしたくないという子がいた。私はその子
にフリスビーを飛ばしている姿を見せ、「 A ちゃんもやってみない？」と声かけをしたり、
友達との飛ばしあいを提案したりして、飛ばして遊ぶように働きかけた。すると一度だけフ
リスビーをそっと飛ばしたが、床に落ちたフリスビーをすぐさま拾いにいき、その後は大切
に抱えていた。
私としては「飛ばして遊んだ方がより活動が楽しくなるはず」という思いがあった。後に
なって考えてみて、活動を楽しいと感じるのは子ども自身なので、無理に働きかけず、その
子の意思を尊重してあげればよかったと思った。
紙皿に絵を書き、その後飛ばして遊ぶ
自分の計画通りに進めようとした
飛ばしたくない子がいる
子どもの思いが計画と違っていたことに気がつく
飛ばすことを働きかける
それでも計画通りにしようと子どもに働きかけた
　
活動が終わって振り返って気がついた
子どもの意思を尊重すればよかった
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学生が、思いもよらない子どもの言動に自分の指導計画を見直し、子どもの思いに気づくこ
とになったことが表現されている。さらに、実習後にこのエピソードを記述したことで、その
気づきを振り返ることになり、新たな学びがはじまるきっかけになったのではないかと考えら
れる。
（３）エピソード１を読んで学んだことを記述
・　対　象	 A短期大学幼児教育学科２年生78名（幼稚園見学実習終了）
	 B大学児童教育学科３年生73名（保育所実習１回目終了）
	 B大学児童教育学科４年生99名
	 （幼稚園実習、保育所実習終了）
	 合計250名
・　調査日	 平成20年４月24日・30日
・　方　法	 エピソード１を読み、気付いたこと、学んだことについて記述する。
３．結果と考察
エピソード１を学生が読んで、気づいたことや学んだことの記述から、学生が何を学んでい
るのかが抽出されるように分類を試みた。
そのためにまずエピソードの内容を区分し、それに沿って分類する。
①指導案を立て、責任実習をする際、自分の計画通りに進めていこうとしてしまい、子どもた
ちと思いが違う方向を向いてしまった。
指導案を場面に応じて立てる必要性がある、指導案どおりにしようとするのではなく臨機応
変に対応する必要があるとの記述が250名中62名に見られた。その内容は、指導案はあくまで
計画なので子どもの状況に応じて対応することが大切である、また様々な状況を想定して指導
案を立てておく必要性があるとの記述が見られた。
さらに、私も実習で同じような体験をしたという記述が56名に見られた。自分の実習での体
験とエピソード１の記述者の行動を照らし合わせて、子どもの気持ちを尊重し、臨機応変な対
応の必要性を記述したものが特に大学３年生に多く見られた。それが４年生になると、エピ
ソードの記述者の気持ちに共感できる、子どもの気持ちがよくわかった、など記述者の思いを
理解しようとしたり、フリスビーを飛ばしたくなかった子どもに共感したりする姿が生まれて
きている。
さらに、ねらいが制作にあるのか飛ばすことにあるのかによって関わりが違ってくるという
指摘も５名の学生に見られた。その１例を挙げると、
『「活動を楽しむ」というねらいだったら反省した通りでいいと思うけれど、ねらいが「飛
ぶ様子を楽しむ」「友だちと飛ばすことを楽しむ」だったら実習生の援助は必要であったと思
う。子ども主体はとても大切なことだけれど、いつも子どもに合わせていればいいということ
でもない（大学４年）』というように、記述者の気持ちに共感する姿勢がより強く表現されて
いる。
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また、計画通りにはいかないのでその時その時の子どもの姿を大切にしていきたいという記
述もあった。これは計画が不備であったということではなく、計画を立てた上でその場に応じ
た関わりの必要性について言及している例である。
一方、計画通りに進めることがいいことだと思い込んでいた、自分から見て子どもはこうし
たら楽しいだろうと考えていて、子どもの目線にたっていなかったという記述が見られた。こ
れは実習という経験を通して、子どもの保育について改めて認識することになった例である。
『私も見学実習の際３歳児の活動を見させていただいたときは、計画通りに進めて、子ども
が上手にできることが保育者の役目だと思っていた。しかしこのエピソードを読んで、保育者
はどのようにすれば子どもたちが遊びを楽しめることができるかを考えて接することが大切だ
と気付いた（短大１年）』
このように実習での経験や事前事後指導での学びを通して、学生は保育についての理解を深
めていくのである。
②５歳児のクラスで紙皿を使い、フリスビーを作るという活動をした。最初に紙皿に絵を描
き、その後飛ばして遊ぶという流れを計画していたのだが、自分が作ったフリスビーが大切
だから飛ばしたくないという子がいた。
250名中半数以上の130名の学生が、子どもの気持ちに添うことが大切であると記述した。こ
れから保育所実習を行う短大２年生は、16名の学生が子どもの気持ちを理解したいが、私もエ
ピソードの記述者のように言葉がけをして行動してしまうかもしれないと述べている。反対に
すべての実習を終えた大学の４年生は、子どもの気持ちを考えることができた責任実習は自分
も楽しむことができた、自分が楽しまないと子どもも楽しくないと思うなど、子どもの気持ち
に添うためには自分の思いも大切であると実習での経験から記述している。
『子どもの意思、意見を取り入れることで私たちでは考えられないこと、思ってもいなかっ
たことが発見できるのではないか（大学３年）』
『自分も子どものように自由に様々な遊び方が浮かぶようになりたい（大学３年）』など
と、子どもから学ぶという視点を読み取ることができるのである。
③私はその子にフリスビーを飛ばしている姿を見せ、「Ａちゃんもやってみない？」と声かけ
をしたり、友達との飛ばしあいを提案したりして、飛ばして遊ぶように働きかけた。すると
一度だけフリスビーをそっと飛ばしたが、床に落ちたフリスビーをすぐさま拾いにいき、そ
の後は大切に抱えていた。
ここでは、下線部の飛ばして遊ぶことを働きかけたという記述者に対して、無理に働きかけ
る必要はなかった、という意見と、遊びを提案したことはよかったという両方の見方が示され
た。働きかけるという行動を、無理に働きかけたと理解した学生もいれば、遊びの提案をした
と捉えた学生もいたということである。記述者にフリスビーは飛ばして遊ぶものという固定観
念があるのではないか、Aがなぜフリスビーを飛ばしたくなかったかを考えることが必要だと
の記述からは、無理に働きかける必要はないとの思いが読み取れる。さらに、誘ってやってみ
ようと思う子もいるので、記述者の働きかけはよかったとの意見もあった。反対に働きかけを
しないで子どもの行動を見守ることが大切だという提案もあった。これもどちらが正しいとい
実習の事前事後指導における学生の学びあい（第２報）
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うことではなく、記述者の思いと子どもの思いに共感しての記述である。また日頃からAのこ
とを把握していればAの気持ちや行動がわかるのではないかという意見もあったが、これは、
Aの気持ちを理解した上での働きかけが大切だという点で、前述の②とも共通するものであ
る。
これ以外に具体策としては
・別のフリスビーを何枚か用意しておく。
・事前にフリスビー投げを楽しむ活動を行っておく。
・自分が楽しくフリスビーを飛ばす。
・ままごとで使ったり、発表会をしたり、飛ばすこと以外の楽しさを提案してみたい。
・大切なものだから名前を書く。
・園庭でとばしてみたらよかったのではないか。
・飛ばすことを知らなかったのではないか。
・友だちが働きかけ、飛ばすのを見たら飛ばそうと思うかもしれない。
・家に持ち帰り、時間が経てば遊んでみようと思うかもしれない。
など多くの具体策が挙げられたが、これらはこの事例を他人事ではなく自分のこととして振
り返り、今後、自分ならどうするかという視点に基づいたものである。
④私としては「飛ばして遊んだ方がより活動が楽しくなるはず」という思いがあった。後に
なって考えてみて、活動を楽しいと感じるのは子ども自身なので、無理に働きかけず、その
子の意思を尊重してあげればよかったと思った。
保育を振り返るという視点に立った記述をまとめてみる。
・記述者がこの子どもにさまざまな働きかけをしたことは見習いたい。
・飛ばしたくないほど大切なものができたと考えれば、よい活動だと思った。
・一度投げてくれただけでもよかったのに・・・。
・エピソードの記述者の気づきは今後に生かせると思う。
・飛ばした方が楽しいと伝えることは大切だが、強要してはいけないことを改めて感じた。
・時間をかけて見守ることが必要だと思う。
・自分一人でがんばらなくても子どもたちが教えてくれる。
・記述者が気付いて反省していることがすごいと思う。
・何が正解で何が間違いということはないことがわかった。
・このやりとりの積み重ねが信頼関係を築くことになっていく。
・このような経験をしながら自分も成長していきたい。
など、エピソードの記述者の行動に共感して、自分自身の今後に生かそうとしていることか
ら、保育を振り返ることの大切さに気づいたことが伺える。フリスビーを飛ばす、飛ばさない
が問題なのではなく、そこに保育者としてさまざまな働きかけをし、成長していく過程そのも
のが大切なのである。
時間の経過に関しては、次の日に子どもに聞いてみる、家での様子を聞いてみる、しばらく
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たってから再度飛ばしてみるなど、保育が一度限りのことではなく、継続して営まれるもので
あることを再認識することができ、このことはまた保育を振り返り、次へとつなげていく重要
な視点であると言えよう。
『子どもたちが楽しんでくれるのが一番だと思うけれど、その活動に対して楽しかった以外
の感情をもつことも決して悪いことではないのではないか（大学３年）』とエピソード１で展
開された保育そのものへ共感する姿勢も大切である。
⑤Ａに対して
・フリスビーが大切だというＡの気持ちをわかってあげたい。
・大切なフリスビーを一度投げてくれただけでも良かった。
・物を大切にする気持ちがすばらしい。
・大切な作品がこわれることが嫌だったのではないか。
・作って満足した。
・家族に見せたかった。
・フリスビーを大事にすることで充分楽しんでいたのではないか。
など、なぜ投げたくなかったのかというAの思いを様々に推測して、気持ちを受け入れよう
としている。
以上のさまざまな学生の学びを考察してみる。まずこのエピソード１を読む中で、保育を
するに当たって、基本と言われる子どもの姿をよく見ることが一番に挙げられる。Aがフリス
ビーを飛ばさないという行為を見て、飛ばしたくないというAの気持ちへの気づきが生じたの
である。実習を進めることに気をとられていると、こういった一人一人の行動を見過ごしてし
まうこともある。「私も気付くことができるのだろうか」と思った学生もいる。次にねらいを
もって保育をすることの大切さが理解できると思われる。ねらいをもつことは大切だが、その
ねらいによって、その後の活動の展開や関わりが異なってくるという指摘も重要である。これ
はねらい通りの保育をすることが正しいということではなく、保育を振り返るときの視点とす
ることによって次の保育へとつながっていくことが可能になるのである。
しかし、保育者の思いと子どもの気持ちのずれに気づいたことによって、保育は自分の計画
通りに進まないものであるということへ気づくことになった。
そして、子どもの気持ちに添うことが大切であることへの気づきを確認できたことは、エピ
ソード１の記述者と読み手の学生とが互いに理解する重要な点であると思われる。
これらの気づきは、まずは記述者に共感したことから始まり、エピソードの中の子どもをも
受け入れることにつながっている。「子どもを見る」ということを学生はエピソード１を通し
て経験しているのである。今回、記述者のＡへの関わりやAの行動に対して否定的な記述は見
られなかった。このエピソード１に対して客観的に見るのではなく、読み手の学生もまさに自
分のこととして捉えた結果であろう。即ち、当事者と読み手である学生同士の学びあいに至っ
たと言えるのではないか。エピソード１を同じ立場にある学生同士が読むことによって、記述
者の思いへの理解、登場する子どもへの理解につながっているのである。そして、学生が保育
をどのように見て、どう展開していくのかに関しては、今後このエピソード１を読んだ学生が
その気づきを共有することによって検討して行くことが必要だと思われる。
また、短大２年生、大学３年生・４年生の記述内容が若干異なっていた。それが単に実習経
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験の時期や実習の間隔の長短によるものによるのかどうかについてはこれからも検討を続ける
予定である。
４．今後の課題
以上のようにエピソードとして実習体験を記述し、省察することによって改めて実習の必要
性、実習と結びついた事前事後指導の必要性が明らかになってきた。それぞれの記述や省察を
仲間や後輩、教員が共有することによって事前事後指導が意味のあるものになる。そのために
はまず実習体験を振り返る際の視点が重要である。今回は学生が実習で子どもとの関わりで
困ったことや気にかかったことを記述したが、そこで学生自身がどのようなエピソードを取り
上げるのかということが、学生の学びの第一歩となっている。なぜこのエピソードを取り上げ
たかということが出発点となるのである。それには心を揺さぶられた、印象に残っている等、
主体としての自分自身が浮かび上がってくる。鯨岡が言うところの「子どものあるがままを主
体のすることとしてしっかり受け止めながら、自分も主体としての思いをていねいに返してい
くというところに、保育のもっとも基本的な営みがある」６）という保育の基本を考える上で
の原点なのである。すなわち保育技術や記録の書き方を学ぶ前提として、子どもや保育者、保
護者、学生や教員と学びあう姿勢を身につけることは必須の条件なのである。今回はエピソー
ド記述の中で、一例しか取り上げることができなかったが、記述した学生とそれを読んだ学生
との間でエピソードを通じての学びあいが生じたといえよう。今後はさらにそれぞれの学生の
エピソードを共有することによって、新たな学びに繋がっていくと考える。
こうして学生は、実習中のみならず保育者としても同様の過程を経て成長していくに違いな
い。即ち、佐伯によるように「保育者の専門性は、子どもや同僚、保護者、研究者などの多様
な他者と『対話』を生成し、『学びあう』ことによって高めていける」７）ものなのである。
さらに佐伯は「人はそれぞれの『学び甲斐』を、なんらかの共同体への参加の『手応え』とし
て自らのアイデンティティの確立を求めている」８）と述べている。上記の『手応え』は実習
での気づきであり、アイデンティティの確立とは事前事後指導における『学びあい』によって
確かめられると言えるのではないだろうか。今後は、学びあいへの意識が持続できるような指
導のあり方を工夫していきたい。
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